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「うわさのQUIXTARって、何者？」の巻

カワグチマサヨ
「NY在住のフリージャーナリスト。95年に渡米し、

日本での取材番組のキャリアを生かして、テレビや

ラジオ、インターネットにNYからリポートを発信

している。4月からはNHKのBS「新真夜中の王国」

でNYレポートを担当するほか、毎日放送でも土曜

深夜のラジオ番組（＆ウェブ）に登場している。

masshy.comfromNewYork

Illustration : Kido Satoko

timediaやVignette Corp, などのデベロップメントチームにより開発

され、企業のシステムは、BRITT WORLD WIDe .LLCが作ったも

ので、アメリカの連邦政府の規定に基づいた合法的商売だという。

具体的な「ビジネス」の内容だが、まずは47ドル24セントの年会費

を支払い、自分自身がこのQUIXTARで買い物をすることから始ま

る。約50万種類の商品が揃うこのサイトでは値段が市価の15から

30パーセント引き。1年分のメンバー費20ドルを払うことでも、サイ

トでショッピングする権利は与えられるが、これでは収入はゼロ。

1か月に250ドル分の買い物をして3割引きだったと仮定すると75

ドルの節約。そして、250ドルだと7ドル50セントのボーナスが加算

されるので計82ドル50セントの収入（節約したお金も収入に入れ

るわけなのよ）。 紹介する人数ごとに、このボーナスのパーセンテ

ージが決められていて、たとえば6人を紹介して全員が250ドル消費

した場合は9パーセント。30人なら18パーセントとなり、これで30

人全員が250ドル消費すると、消費合計は1万9,750

ドル（約237万円）だから、自分が紹介した人たちへの

ボーナス分を引いても、自分の収入は945ドルになる。

これに先ほどの買い物で節約した75ドルを加算して、収

入は1か月で1,020ドルと紹介されていた。この調子で、

78人に紹介すると、収入は2,672ドル50セント（約32

万円）になる計算。紹介すればするほど、また自分のグ

ループがサイトでお金を使えば使うほど、収入は増える

仕組みだ。成功すれば、将来は高額な印税的収入が飛

び込んできて、しかも孫の代まで受け継げるという。豪

邸にヨット付きの悠々自適な生活も夢じゃない。な～ん

て、はて、世の中そううまくいくものであろうか？　

ターゲットはおもに定職ある人なので、余暇を使って人に紹介す

るだけで、サイドビジネスになってラッキーということか。こういう

のもバイラルマーケティングっていうのかな？ バイラス（ウイルス）

のように口コミの宣伝効果を狙って、ネット上に興った新ビジネス

のようね。地上にあるものは、必ずネット上にアップしてくるものね！　

しかし、ノルマがないといっても、何もしなければ、自分の収入も増

えないわけで、暗黙のプレッシャーを感じるぞ。このビジネスを始め

る時は紙の契約書にサインすることが必要。収入はすべて小切手で

送られ、やめたくなったら47ドル24セントはいつでも返してくれると

いう。買った商品も気に入らなければ、いつでも返品または返金可能

（これはめずらしいことじゃないけどさ）。今はまだアメリカとカナダと

プエルトリコでしか営業していないけれど、近い将来に世界展開する

から、今始めれば、最初のトップグループの仲間入りということだけ

ど、本当に問題ないのかしら。これからも動向を調べる必要がありそ

うね。まずは新聞や雑誌の検索から始めるとしようっと。では、今日

はこのへんで。 マッシー：）

今月の関連サイトはココ！
■QUIXTARの公式ページ www.quixtar.comJump01

ヤッホ～！真夏にじりじりと暑いのはNYも同じ。少し乾燥してい

るとはいえ、マンハッタンはアスファルトの照り返しが強烈だから、

頭がクラクラするほど熱してて、お水のボトルはかかせないわ。

ところで、最近、仕事仲間の1人のAさんが「将来に子供の代まで

受け継げられるネットビジネス」を始めたという。それは、<QUICX-

TAR.com >というホームページに関連するのもので、「興味のある人

には教えてあげてもいいよ」と自信満々。「モノを売るのでもなし、ノ

ルマもないし、やる気さえあれば、今なら結構良いトコまでイケルよ」

ふうむ、ちょっと怪しそう。「ねえ、それってネズミ講なの？」「ネズミ

講とは違うよ」18歳以上で、クレジットカードを持って

いて、パソコンでインターネットを使う環境にあり、メー

ルアドレスさえ持っていれば、誰でも始められるという。

ここのとこ、ネットビジネスは斜陽の話題ばかりだっ

たので、記事にはおもしろそうかもと、まずは彼にコレ

を教えたYさんを紹介してもらい、毎週日本人を対象

にやってる説明会を見せてもらうことにした。アメリカ

人対象のもあるらしい。残念ながら写真はNG。事前に

QUIXTAR.COMのウェブをチェックするが、IDナンバ

ーがないのでビジターエリアしか見られない。とりあえ

ず先入観を持たずに出向いてみるか。

ある月曜日の夕方、マンハッタンの某カフェに集合。

私の他に6人の日本人。知っている顔もいた！　すでに契約を済ま

せた推薦者が、話をして興味を示した友達や知人を連れて来ている。

これはアムウェイとかと近いノリね。全員が集まったところで、近所

に事務所を構えるYさんの仕事場へ移動。Yさんは30代のバリバリ

な感じの方で建築デザインの分野でNYでも成功しているらしい。

ビルの一室、テーブルで会議をするように、みなが席をついたとこ

ろで、ボードに「チョイス: CHOICE」という最初のページが開かれ

て、「もし、貴方が満足のいく多額のお金を持っていたら、明日の朝、

起きる時間も違うし、食べるモノも行く場所も違うはずです。ヒト

の生活は収入で決まる」というひと言から、熱血説明会はスタート

した。「ネットビジネスでインデペンデントビジネスオーナーをめざす」

という言葉が訪れた人のプライドを妙にくすぐる。eコマースの一環

を担う責任ある響きネ。会社で売られている説明会用キットのボー

ドに沿って、エアコンなしの部屋で汗だくで一生懸命話してくれたY

さんの2時間分のお話の内容をまとめてみるね。

QUIXTARは、設立19か月（2001年7月現在）で、年商が512ミ

リオンドル（約614億円）で、いっさい宣伝費をかけていない企業。

初日には2千万ヒットあり、その後も1日平均3千から4千万ヒット

をキープしているそう。このサイトはマイクロソフトやIBM、FRY Mul-

e-mail : masshyK@hotmail.com
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